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ウム: 糖尿病患者の健康寿命延 伸を目指して. 第 36回日本糖尿病合併症学

会・第 27回日本糖尿病眼学会総会. 2021 年 10月; 大津. 

6 山﨑真裕. コロナ禍における糖尿病に携わる医療者の役割. シンポジウム; 

COVID-19のパンデミックと糖尿病診療 Diabetes Management during and beyond 

COVID-19 pandemic. 第 64回日本糖尿病学会年次集会. 2021年 5月 20-22日; WEB

開催. 

7 山﨑真裕. CSII を選択し続けた膵全摘後インスリン依存型糖尿病の 1例. シン

ポジウム; 糖尿病とがん: 自律した治療の選択の意味を考える. 第 64回日本糖

尿病学会年次集会. 2021年 5月 20-22 日; WEB開催. 

8 浅野麻衣. 心療内科における内科学的発展プロジェクトワーキンググループ 

(第二報). シンポジウム; 非心療内科専門医の立場から. 第 25回日本心療内科

学会学術大会. 2021 年 10月 23 日; WEB 開催. 

9 濱口真英, 大洞昭博, 小島孝雄. 脂肪性肝疾患の新たなコンセプトとして、肝腎

連関を通し慢性腎障害のリスクとなる MAFLD. シンポジウム; NAFLD から MAFLD

へ-脂肪性肝疾患の新たなコンセプト形成に向けて. 第 44 回日本肝臓学会西部

会. 2021年 12月 9-10日; 岡山. 

10 濱口真英, 岡村拓郎, 水島かつら, 安部 綾, 小関 誠, 内藤裕二, 福井道明. 

グアーガム分解物のサルコペニア肥満抑制効果への期待. シンポジウム; サル

コペニア・フレイルと機能性食品. 第 19回日本機能性食品医用学会総会. 2021

年 12月 11-12日; WEB開催. 

11 牛込恵美. 糖尿病合併症重症化予防を目指した家庭血圧管理～KAMOGAWA-HBP 

study～. 会長企画;-研究者のサークルを作ろう-3. 第 64 回糖尿病学会年次学

術集会. 2021年 5月 20-22日; WEB 開催. 

12 Fujii W, Sakashita A, Hirano A, Sofue H, Fujioka K, Wada M, Kohno M, Kawahito 

Y. Altered cellular phenotypes in bronchoalveolar lavage fluid of 

connective tissue disease-associated interstitial lung disease with 

single-cell RNA sequencing. International Concurrent Workshop9; 

Interstitial Lung Disease. 第 65回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2021

年 4月 26-28日; WEB開催. 



13 佐川里紗, 木田 節, 阪下 暁, 藤岡数記, 藤井 渉, 和田 誠, 河野正孝, 宮脇

義亜, 松尾祐介, 大西 輝, 一瀬邦弘, 佐藤秀三, 下島恭弘, 藤原道雄, 吉見竜

介, 大野 滋, 梶山 浩, 佐田憲映, 矢嶋宣幸, 川人 豊. 若年発症 SLE患者と成

年発症 SLE患者の SDIに与える影響の違い: LUNAレジストリを用いた横断研究. 

ワークショップ; SLE・抗リン脂質抗体症候群 (臨床)-5: 臨床経過. 第 65回日

本リウマチ学会総会・学術集会. 2021 年 4月 26-28日; WEB 開催. 

14 木田 節, 阪下 暁 , 佐川里紗, 藤岡数記, 藤井 渉, 和田 誠, 河野正孝, 宮脇

義亜, 松尾祐介, 大西 輝, 一瀬邦弘, 佐藤秀三, 下島恭弘, 藤原道雄, 吉見竜

介, 大野 滋, 梶山 浩, 佐田憲映, 矢嶋宣幸, 川人 豊. 維持治療期の SLE患者

における免疫抑制剤の併用がステロイド減量の成功におよぼす影響: LUNAレジ

ストリを用いた過去起点コホート研究. ワークショップ; SLE・抗リン脂質抗体

症候群  (臨床) -2: ステロイド. 第 65回日本リウマチ学会総会・学術集会. 

2021年 4月 26-28日; WEB開催. 

15 大村知史, 佐川里紗, 井上拓也, 藤岡数記, 藤井 渉, 和田 誠, 河野正孝, 川

人 豊. 高齢 ANCA 関連血管炎患者に対する Rituximab寛解導入療法の安全性. 

ワークショップ; 中小型血管炎-3: ANCA 関連血管炎 (生物学的製剤). 第 65回

日本リウマチ学会総会・学術集会. 2021 年 4月 26-28日; WEB 開催. 

Ⅲ）国際学会における一般発表 

1 Hamaguchi M, Yamazaki M, Tanaka T, Ishii M, Okada H, Mitsuhashi K, Kitagawa 

N, Hasegawa G, Fukui M. Efficacy and safety of dapagliflozin in type 1 

diabetes: the RISING-STAR study. American Diabetes Association's 81th 

Scientific Sessions. 2021 Jun 25-29; Virtual Congress. 

2 Hamaguchi M, Yamazaki M, Tanaka T, Ishii M, Okada H, Mitsuhashi K, Kitagawa 

N, Hasegawa G, Fukui M. Multicenter, open-label, two-arm, pilot trial for 

safe reduction of basal insulin dose combined with SGLT2 inhibitor in type 

1 diabetes mellitus: RISING-STAR trial. 57th EASD Annual Meeting. 2021 Sep 

27-Oct1; Virtual Congress. 

3 Okamura T, Hashimoto Y, Hamaguchi M, Fukui M. Trans fatty acids induce 

inflammation within visceral fat through inflammation of the intestinal 

lamina propria. American Diabetes Association's 81th Scientific Sessions. 

2021 Jun 25-29; Virtual Congress. 

4 〇Bamba R, Okamura T, Osaka T, Hashimoto Y, Majima S, Senmaru T, Ushigome 

E, Nakanishi N, Asano M, Hamaguchi M, Yamazaki M, Takakuwa H, Fukui M. 

Anti-skeletal muscle atrophy effect of luseogliflozin via lipidome 

modification in Db/Db mice. American Diabetes Association's 81th Scientific 

Sessions. 2021 Jun 25-29; Virtual Congress. 
  

E 研究助成（競争的研究助成金） 

総額 1720万円 

 

公的助成 

代表・小計 1690万円 



  

１ 川人 豊 准教授（契約期間：R2年度(2020.04.01)～R4年度（2023.03.31）） 

 （日本学術振興会学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)№20Ｋ08778） 

 研究課題：ドーパミン受容体を介する肺線維化の病因機序の解明と新規治療薬の開発 

 助成金額：120万円（直接経費） 

 研究代表者：川人 豊 

 研究分担者：中村 誠宏（京都薬科大学・薬学部・准教授）、細木 誠之（京都薬科大  

 学・薬学部・准教授）、河野 正孝（京都府立医科大学・医学（系）研究科（研究院）・ 

 講師） 

 

2 中西 尚子 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究 令和 2年度～令和 4年度 

 研究課題：骨格筋における miR-23bの糖代謝改善作用の解明 

 研究助成金：120万円 

 

3 岡田 博史 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究 令和元年度～令和 3年度 

 研究課題：microRNA/let-7の骨格筋萎縮・糖代謝における機能解析  

 研究助成金：80万円 

 研究代表者：岡田 博史 

 

4 藤井 渉 病院助教（契約期間：R2年度（2020.04.01）～R5 年度（2024.03.31）） 

 （公益社団法人武田科学振興財団 2020年度医学系研究（臨床） 

 研究課題名：シングルセル解析による二次性血球貧食症候群の病態解明 

 助成金額：170万円（直接経費） 

 研究代表者：藤井 渉 

 

5 藤井 渉 病院助教（契約期間：Ｒ3年度（2021.04.01）～Ｒ5年度（2024.03.31）） 

 （日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 21K16304） 

 研究課題： 進行性線維化を伴う膠原病関連間質性肺疾患における肺胞マクロファー  

 ジの役割の解明 

 助成金額：180万円（直接経費） 

 研究代表者：藤井 渉 

 

6 藤岡 数記 病院助教（契約期間：Ｒ3 年度（2021.04.01）～Ｒ5 年度（2024.03.31））     

 （日本学術振興会学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)№21K08477） 

  研究課題： iPS細胞由来免疫寛容性樹状細胞を用いた自己免疫疾患に対する新規細 

 胞療法の開発 

  助成金額：110万円（直接経費） 

 研究代表者：藤岡 数記 

 

7 木田 節 特任助教（契約期間：R2年度(2020.04.01)～R3年度(2022.03.31)） 

 （日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 №20 K17448） 

 研究課題：MDA5の発現様式に着目した、皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺疾患 

 の発症機構解明 



 助成金額：180万円（直接経費） 

 研究代表者：木田 節 

 

8 木田 節 特任助教（契約期間：Ｒ2年度(2020.04.01)～Ｒ4 年度（2022.12.31）） 

 （一般社団法人清水免疫学・神経科学振興財団第 8回助成金） 

 研究課題名：MDA5 の発現様式に着目した、皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺疾患の 

 発症機構解明 

 助成金額：50万円（直接経費） 

 研究代表者：木田 節 

 

9 北川 功幸 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究 令和 2年度～令和 3年度 

 研究課題：GAD反応性 T細胞を標的とした根治的 1型糖尿病治療の開発  

 研究助成金：80万円 

 研究代表者：北川 功幸 

 

10井上 拓也 病院助教（契約期間：Ｒ3 年度（2021.04.01）～Ｒ4年度（2023.03.31）） 

 （日本学術振興会学術研究助成基金助成金 若手研究 21K16305） 

 研究課題： 患者由来 iPS細胞を用いた疾患特異的 pDCの、病態解析と治療への応用 

 助成金額：160万円（直接経費） 

 研究代表者：井上 拓也 

 

11岡村 拓郎 日本学術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援  

  令和 2年度～令和 3年度 

  研究課題：発酵食品の腸-内臓連関を介した糖代謝改善機構の解明-マルチオミクス解 

  析を用いて- 

   研究助成金：110 万円 

   研究代表者：岡村 拓郎 

 

12岡村 拓郎 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究 令和 3年度～令和 4年度 

 研究課題：欧米化食による Dysbosisを発酵食品が改善するメカニズムの解明 

 研究助成金：210万円 

 研究代表者：岡村 拓郎 

 

13北川 暢子 日本学術振興会科学研究費補助金 研究活動スタート支援  

  令和 3年度～令和 4年度 

 研究課題：自己反応 T細胞を標的とした緩徐進行 1型糖尿病の進展予防の解明 

 研究助成金：120万円 

 研究代表者：北川 暢子 

 

 

分担・小計 30万円 

1 福井 道明 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C) 令和 2年度〜令和 4年度 

 食べるスピードと食べ方が血糖変動およびホルモン動態に与える影響に関する研究 



 助成金：10万円 

 

2 川人 豊 准助教（契約期間：Ｒ3年度（2021.06.30）～R6 年度（2025.03.31） 

 （免疫アレルギー疾患実用化研究事業 AMED） 

 研究開発課題名： 高齢発症関節リウマチ患者の健康寿命延伸を目指した治療戦略の  

 確立 

 分担研究開発課題名：高齢発症関節リウマチ患者の治療実態の把握、関節リウマチ患 

 者のフレイルリスク指標の開発、患者レジストリの構築 

 助成金額：20万円（直接経費） 

 研究開発担当者：小嶋 雅代（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター） 

 研究開発分担者：川人 豊 

 

 

財団等からの助成 

代表（総額 0万円）小計 0万円 

 


